
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 通信システムの受信機において、アナログホスト信号であって、これに付随する１
つ以上のディジタル側波帯を有する該アナログホスト信号を含む受信信号を処理する方法
において、
　少なくとも部分的に該受信機の中間周波処理ステージに配置された帯域消去フィルタで
あって該アナログホスト信号をかなり減衰させ且つ該ディジタル側波帯の少なくとも１つ
を通過させる帯域消去フィルタにおいて該アナログホスト信号をフィルタ処理するステッ
プからなり、
　前記帯域消去フィルタの少なくとも１つのフィルタ特性が、前記受信機

内の、前記少なくとも１つの側波帯に付随する情報を処理するディジタル信
号処理要素 フィードバック に基づいて調整される、ことを特徴と
する、受信信号を処理する方法。
【請求項２】
　前記帯域消去フィルタが、前記受信機の前記中間周波処理ステージ内の単一の位置に実
現された単一の帯域消去フィルタであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記帯域消去フィルタが 数の位置に 実現され該複数の位置の少
なくとも１つが前記中間周波処理ステージ内にあるような分散型の帯域消去フィルタであ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記帯域消去フィルタが、前記１つ以上のディジタル側波帯に付随する周波数スペクト
ルの一部分に対して群遅延特性を有し、該 は、前記帯域消去フィルタが配置さ
れた前記受信機の単一通信路における周波数スペクトル 応する部分に対する群遅延特
性の少なくとも一部分を等化するように選択される、ことを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記帯域消去フィルタが、前記中間周波処理ステージ内で中間周波バッファ増幅器の出
力部と変換回路の入力部との間に配置され、前記帯域消去フィルタの入力が、該中間周波
バッファ増幅器の該出力部と該変換回路の該入力部との間であって自動利得制御回路の入
力部を駆動する位置よりも後にある位置に結合され、これにより自動利得制御動作点が、
主として前記アナログホスト信号によって定められる、ことを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　前記帯域消去フィルタが、前記中間周波処理ステージ内で中間周波バッファ増幅器の出
力部と自動利得制御回路の入力部との間に配置され、これにより自動利得制御動作点が、

主として前記１つ以上のディジタル側波帯
によって定められる、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。

【請求項７】
　前記帯域消去フィルタが、前記中間周波処理ステージ内で中間周波帯域フィルタの出力
部と中間周波バッファ増幅器の入力部との間に配置され、これにより自動利得制御動作点
が、

主として前記１つ以上のディジタル側波帯
によって定められる、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。

【請求項８】
　 通信システムの受信機において、アナログホスト信号であって、これに付随する１
つ以上のディジタル側波帯を有する該アナログホスト信号を含む受信信号を処理する方法
において、
　少なくとも部分的に該受信機の中間周波処理ステージに配置された帯域消去フィルタで
あって該アナログホスト信号をかなり減衰させ且つ該ディジタル側波帯の少なくとも１つ
を通過させる帯域消去フィルタにおいて該アナログホスト信号をフィルタ処理するステッ
プからなり、
　前記帯域消去フィルタが、前記１つ以上のディジタル側波帯に付随する周波数スペクト
ルの一部分に対して群遅延特性を有し、該 は、前記帯域消去フィルタが配置さ
れた前記受信機の単一通信路における周波数スペクトル 応する部分に対する群遅延特
性の少なくとも一部分を等化するように選択される、ことを特徴とする、受信信号を処理
する方法。
【請求項９】
　 通信システムにおいて、アナログホスト信号であってこれに付随する１つ以上のデ
ィジタル側波帯を有するアナログホスト信号を含む受信信号を処理するための装置であっ
て、該装置が、
　受信機であって、少なくとも部分的にその中間周波処理ステージに配置された帯域消去
フィルタを有する受信機からなり、
　該帯域消去フィルタが、該アナログホスト信号をかなり減衰させ且つ該ディジタル側波
帯の少なくとも１つを通過させており、
　前記帯域消去フィルタの少なくとも１つのフィルタ特性が、前記受信機

内の、前記少なくとも１つの側波帯に付随する情報を処理するディジタル信
号処理要素 フィードバック に基づいて調整される、ことを特徴と
する、受信信号を処理するための装置。
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【請求項１０】
　 通信システムにおいて、アナログホスト信号であってこれに付随する１つ以上のデ
ィジタル側波帯を有するアナログホスト信号を含む受信信号を処理するための装置であっ
て、該装置が、
　受信機であって、少なくとも部分的にその中間周波処理ステージに配置された帯域消去
フィルタを有する受信機からなり、
　該帯域消去フィルタが、該アナログホスト信号をかなり減衰させ且つ該ディジタル側波
帯の少なくとも１つを通過させており、
　前記帯域消去フィルタが、前記１つ以上のディジタル側波帯に付随する周波数スペクト
ルの一部分に対して群遅延特性を有し、該 は、前記帯域消去フィルタが配置さ
れた前記受信機の単一通信路における周波数スペクトル 応する部分に対する群遅延特
性の少なくとも一部分を等化するように選択される、ことを特徴とする、受信信号を処理
するための装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、通信システムの受信機で用いられるフィルタ処理手法に関し、特にディジタル
オーディオ放送（ＤＡＢ）システム又は他の形式の通信システムの受信機におけるアナロ
グホスト信号のフィルタ処理に関する。
【０００２】
【従来の技術】
周波数変調（ＦＭ）無線周波数帯域でディジタルオーディオ放送を提供するためのシステ
ムとして提案されているシステムは、ＣＤに近い音質のオーディオ、データサービス、及
び現存するアナログＦＭ送信よりも強固な送信サービス対象範囲を提供するものと予想さ
れている。
【０００３】
しかし、全ディジタルのディジタルオーディオ放送への移行が達成されるときまでは、放
送業者はアナログ信号とディジタル信号とを同じ免許帯域で同時に送信できるような中間
的解決策を必要とする。このようなシステムは一般に、「ハイブリッド・帯域内・チャネ
ル上（ＨＩＢＯＣ）ディジタルオーディオ放送システム」と称し、ＦＭ及びＡＭ両方の無
線周波数帯域用に開発されつつある。
【０００４】
在来のアナログＦＭ受信機における顕著なひずみを防止するために、一般的なＦＭ・ＨＩ
ＢＯＣディジタルオーディオ放送システム（以下簡単に、「ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステム」
とも称する）のディジタル信号は例えば、アナログＦＭホスト（親）信号の各側部に１つ
ずつ計２つの側波帯（サイドバンド）に載せて送信される。現在の米国連邦通信委員会（
ＦＣＣ）規則では、ディジタル信号をホスト信号よりも２５ｄＢ低い電力レベルで送信す
ることが要求される。
【０００５】
このようにして、アナログ信号とディジタル信号とは極めて僅かしか周波数分離されてい
ない状態で共存し、アナログ変調用の構成要素の性質によるが、事実上時折、部分的に重
なり合う（オーバラップする）。
【０００６】
ディジタル信号情報のみを受信するように設計された受信機の場合、在来のディジタルフ
ィルタ処理を介して、受信された信号（受信信号）からホストＦＭ信号エネルギーのほと
んどを除去することは比較的簡単なことである。しかし、このディジタルフィルタ処理は
、受信機のコスト及び複雑性をかなり増大させることになり得る。
【０００７】
更に、ディジタルフィルタ処理は全て、アナログからディジタルへの変換器（Ａ／Ｄ変換
器）の後に行う必要があるので、このＡ／Ｄ変換器は、アナログ信号及びディジタル信号
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用の構成要素の全（フル）ダイナミックレンジを取り扱う能力がなければならない。この
ことから、Ａ／Ｄ変換器の要求性能レベルが増加し、したがって、そのコストが増大する
。
【０００８】
在来のアナログフィルタ処理手法のいくつもが、無線通信システムにおけるチャネル上の
干渉要素をフィルタ処理することによってその選択的消去（拒絶）を可能にしている。例
えば、広帯域符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）パーソナル移動通信システム（ＰＣＳ）では
、望む受信信号とスペクトルに関してオーバラップする狭帯域干渉を選択的に除去するた
めに、受信機において帯域消去フィルタを用いる。このフィルタは、周波数可変（同調）
式でも固定式でもよい。
【０００９】
このフィルタは望む信号情報をもいくらか除去するけれども、この情報は送信された信号
（送信信号）に冗長部分があるので復元可能である。しかし、これらのそして他の在来型
アナログフィルタ処理手法は上記のハイブリッド・帯域内・チャネル上（ＨＩＢＯＣ）デ
ィジタルオーディオ放送システムに直ぐには適用できない。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、ディジタルフィルタ処理に一般に付随するコスト及び複雑性の増大を回避で
きるようにＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムでの使用に適した、改善されたアナログフィルタ処
理手法の必要性が存在する。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、ディジタルオーディオ放送システム及び他の通信システム用途において受信信
号を処理するための方法及び装置を提供する。一実施例においては、第１及び第２のディ
ジタル側波帯が、ハイブリッド・帯域内・チャネル上（ＨＩＢＯＣ）ディジタルオーディ
オ放送システムにおけるＦＭアナログホスト信号の各側部で送信される。これらのアナロ
グホスト信号及びディジタル側波帯を受信するディジタル受信機は、少なくとも部分的に
この受信機の中間周波（ＩＦ）処理ステージに配置された帯域消去フィルタを有する。
【００１２】
受信された複合（アナログ及びディジタル）信号のうちのアナログホスト信号をかなり減
衰させ且つディジタル側波帯の少なくとも１つを通過させるために、受信された複合信号
が、受信機のＩＦ処理ステージにおいて帯域消去フィルタによってフィルタ処理される。
帯域消去フィルタは例えば、受信機のＩＦ処理ステージ内の単一点（位置）に実現された
単一の帯域消去フィルタでも、そのフィルタの多数の区分が受信機の単一通信路（パス）
内の複数の位置に実現された分散型の帯域消去フィルタでもよい。
【００１３】
本発明によれば、自動利得制御（ＡＧＣ）回路の入力部に先立つ位置において複合信号か
らのアナログホスト信号をフィルタ処理できるように、帯域消去フィルタは、ＩＦ処理ス
テージ内に配置され、これによりＡＧＣ動作点が主としてディジタル側波帯によって定め
られる。例えば、帯域消去フィルタは、ＩＦ処理ステージ内でＩＦバッファ増幅器の出力
部とＡＧＣ回路の入力部との間に配置され、これによりＡＧＣ動作点が、主としてディジ
タル側波帯によって定められる。
【００１４】
別の例としては、帯域消去フィルタが、ＩＦ処理ステージ内でＩＦ帯域フィルタの出力部
とＩＦバッファ増幅器の入力部との間に配置され、これによりＡＧＣ動作点が、主として
ディジタル側波帯によって定められる。
【００１５】
上記以外の構成も多数可能である。例えば、帯域消去フィルタは、上記の構成の代わりに
、ＩＦ処理ステージ内でＩＦバッファ増幅器の出力部とＡ／Ｄ変換回路の入力部との間に
配置され、帯域消去フィルタの入力が、ＩＦバッファ増幅器の出力部とＡ／Ｄ変換回路の
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入力部との間であってＡＧＣ回路の入力部を駆動する位置よりも後にある位置に結合され
、これによりＡＧＣ動作点が、主としてアナログホスト信号によって定められる。
【００１６】
この場合、ＡＧＣ動作点の設定は主としてアナログホスト信号によって定められるが、デ
ィジタルの信号対干渉比（ＳＩ比）及びＡ／Ｄ変換回路のダイナミックレンジ利用が改善
される。
【００１７】
　本発明の別の態様によれば、帯域消去フィルタが、ディジタル側波帯に付随する周波数
スペクトル 対して群遅延特性を有し、この は、受信機の単一通信路
についての、対応する群遅延特性を等化するように選択される。言い替えると、帯域消去
フィルタは、アナログホスト信号エネルギーの消去（拒絶）を可能にする役をするだけで
なく、受信機の、対応する信号パスに対する望む全体的な群遅延動作を与える補助の役も
する。
【００１８】
帯域消去フィルタの１つ以上の特性が、受信機内の後端のディジタル信号処理要素からの
フィードバックに基づいて調整される。加えて、帯域消去フィルタは、アナログホスト信
号の受信を可能にするために、選択的に調整される、すなわち例えば、受信機のＩＦ処理
ステージから同調され又は受信機のＩＦ処理ステージから別途電子的に除去される。
【００１９】
本発明では、受信機のＡＧＣ回路が、アナログホスト信号ではなくディジタル側波帯信号
を用いて、受信機のダイナミックレンジを設定することができるようにしたので有利であ
る。ディジタル信号に、ＡＧＣ動作点の設定へのより大きな影響力を持たせることにより
、受信機におけるディジタル復調プロセスの動作性能が強化され、特にマルチパス受信状
態の存在下において強化される。
【００２０】
加えて、本発明により、Ａ／Ｄ変換後のホスト信号消去のためのフィルタ処理の必要性が
減少し、これにより、受信機後端における信号処理性能要件が簡単化される。
【００２１】
本発明は、例えばデータ、映像（ビデオ）情報及び画像（イメージ）情報のような他の種
類のディジタル情報にも適用が可能である。加えて、本発明は、ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステ
ム以外の数多くの用途、例えばインターネット及び衛星放送システム、オーディオ及びデ
ータの送達のためのシステム、等のような用途において実現が可能である。
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下に述べる本発明の実施例においては、ＦＭハイブリッド・帯域内・チャネル上（ＨＩ
ＢＯＣ）ディジタルオーディオ放送システムに対するホスト信号消去フィルタ処理につい
て説明する。
【００２３】
しかし、本発明のフィルタ処理手法は、広範囲にまたがる異なる種々の通信用途に利用さ
れること、又これら用途にはインターネット及び他のコンピュータネットワーク上での通
信並びにセル方式のマルチメディア、衛星、無線ケーブル、無線ローカルループ、高速無
線接続及びその他の種類の通信システム上での通信が含まれることを理解されたい。本発
明は、望む種類の通信チャネル、例えば周波数チャネル、タイムスロット、等上で送信さ
れる信号に利用される。
【００２４】
図１は、例示のＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムでの或る特定のチャネルに対応する周波数スペ
クトルの一部分を示す。図示のスペクトル部分は、アナログホストＦＭ信号１０と、それ
に付随する低域側のディジタル側波帯１２及び高域側のディジタル側波帯１４とを有する
。本例では、側波帯は各々約７５ｋＨｚ幅で、チャネル中心から１２５ｋＨｚから２００
ｋＨｚまでの間の帯域を占める。
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【００２５】
ディジタル側波帯１２及び１４は、このＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムにおいてディジタルオ
ーディオ情報を送信するのに用いられる周波数スペクトル部分を表し、本説明ではディジ
タル側波帯とも称する。図１に示すように、ディジタル側波帯１２、１４の各々は、複数
のディジタルサブ搬送波（サブキャリア）を有する。これらのサブ搬送波は例えば直交周
波数分割多重（ＯＦＤＭ）搬送波である。
【００２６】
ＦＣＣマスク１６は、ディジタル側波帯１２、１４の最大電力レベルがアナログホスト信
号１０の最大電力よりも少なくとも２５ｄＢ低くなければならないことを定めている。
【００２７】
以下に述べる本発明の実施例においては、ディジタル受信機の中間周波（ＩＦ）処理ステ
ージに配置された帯域消去フィルタを用いて、アナログＦＭホスト信号エネルギーのかな
りの部分を除去する。図１に示すようなＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムでは、平均のホストエ
ネルギーはディジタル側波帯のエネルギーよりも２０～３９ｄＢ高い。
【００２８】
下でより詳細に述べるように、アナログＦＭホスト信号エネルギーの選択的な除去によっ
て、受信機内の自動利得制御（ＡＧＣ）回路が、アナログホスト信号ではなくディジタル
側波帯信号を用いて受信機のダイナミックレンジを設定することが可能になる。ディジタ
ル信号に、ＡＧＣ動作点の設定へのより大きな影響力を持たせることにより、受信機にお
けるディジタル復調プロセスの動作性能が強化され、特にマルチパス受信状態の存在下に
おいて強化される。
【００２９】
帯域消去フィルタをＨＩＢＯＣシステムの受信機のＩＦ処理ステージに挿入することの別
の利点は、フィルタの群遅延特性がディジタル側波帯に対する全体的なＩＦ群遅延動作を
平板化又は等化するように設計されることである。これにより、その位相状態において情
報を搬送するディジタル側波帯の動作性能をかなり改善することができる。
【００３０】
図２は、本発明に基づく帯域消去フィルタ２０によって、ディジタル側波帯１２、１４の
間に位置するアナログホスト信号エネルギーをかなり除去し、しかもこれら側波帯のディ
ジタル信号の除去又はひずみが生じないような処理の仕方を示す。本説明では、帯域消去
フィルタ２０は又、ノッチフィルタとも称する。
【００３１】
帯域消去フィルタ２０（以下簡単に、フィルタ）の特性は、例えば変調指数、信号源（ソ
ース）変調種類、ディジタル側波帯構成、等の因子によって変動するが、例示の実施例に
おいては、フィルタが、時間平均でアナログホスト信号エネルギーの少なくとも約１０～
２５ｄＢを除去し、しかもディジタル側波帯の信号エネルギーについては２ｄＢよりも少
ない減衰しか生じないので有利である。
【００３２】
図２から、フィルタ処理後のアナログホスト信号１０’のエネルギーがディジタル側波帯
１２及び１４の信号の合成エネルギーよりもはるかに低いことは明らかである。前に述べ
たように、アナログホスト信号エネルギーの除去により、ディジタル側波帯１２及び１４
の変調が容易になる。
【００３３】
本発明によれば、帯域消去フィルタ２０は、図４から図６に関連して下に述べるように、
ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムの受信機の中間周波（ＩＦ）処理ステージ内の異なる多くの位
置の１つに配置して実現される。
【００３４】
図３は、ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムのディジタル受信機１００のＲＦ／ＩＦ（高周波／中
間周波）すなわち「前端」部分の一例を示す。図３には帯域消去フィルタが含まれていな
いが、この前端部分に帯域消去フィルタが実現される。ディジタル受信機１００（以下簡
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単に、受信機）のＲＦ処理ステージは、ＲＦルーフィング帯域（バンドパス）フィルタ１
０２、可変減衰器１０４、低雑音増幅器１０６（ＬＮＡ）、イメージ雑音フィルタ１０８
、混合器１１０、及び局部発振器１１２を有する。
【００３５】
可変減衰器１０４は、下に述べるＡＧＣ補正信号に基づいて変動する或る量の入力信号減
衰を与える。混合器１１０は、到来するＲＦ信号を、対応するＩＦ信号に下方周波数変換
する。このＩＦ信号は受信機１００のＩＦ処理ステージに入力される。
【００３６】
本実施例のＩＦ処理ステージは、第１のＩＦ帯域フィルタ１１４、ＡＧＣ増幅器１１６、
第２のＩＦ帯域フィルタ１１８、ＩＦ出力バッファ増幅器１２０、及びＡＧＣ検出器／フ
ィルタ１２２を有する。ＡＧＣ検出器／フィルタ１２２は、可変減衰器１０４の減衰制御
入力部に供給するために、上記のＡＧＣ補正信号を生成する。このＡＧＣ補正信号は又、
ＡＧＣ増幅器１１６の利得制御入力部にも供給される。
【００３７】
ＩＦ出力バッファ増幅器１２０の出力は、レベル制御されたＩＦ出力を表し、この出力は
受信機１００の信号処理「後端」部分にあるアナログ／ディジタル（Ａ／Ｄ）変換器に供
給される。
【００３８】
図３に例示の受信機１００において、図１に示すようなアナログホスト信号１０及びディ
ジタル側波帯１２、１４の両方を含むＦＭ・ＩＢＯＣディジタルオーディオ放送システム
の複合信号全体が、受信機前端のＲＦ／ＩＦ処理ステージにおいて共に処理されて、受信
器後端のＡ／Ｄ変換器に送られる。受信機前端のＡＧＣがアナログホスト信号エネルギー
とディジタル側波帯信号エネルギーとの合計に対して処理を行う。
【００３９】
ホスト信号の電力（エネルギー）がこの複合信号においては通常、主体であること、すな
わち、ディジタル側波帯信号に存在する電力の１００倍よりも多くの電力を通常有するこ
とから、アナログホスト信号電力がＡＧＣ動作点を設定することになりやすく、したがっ
て、Ａ／Ｄ変換器に供給される複合信号の出力レベルを設定することになりやすい。
【００４０】
図４は、ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムのディジタル受信機１４０の前端部分内に帯域消去フ
ィルタ１４２が実現された状態を示し、帯域消去フィルタ１４２は、ＩＦ処理ステージ内
でＩＦバッファ増幅器１２０の出力部であってＡＧＣ検出器／フィルタ１２２を駆動する
位置よりも後にある位置に実現されている。受信機１４０の前端部分の要素は、これ以外
は、図３に関連して上に述べた受信機１００の前端部分と同じである。
【００４１】
図３の実施例の場合のように、図４の受信機１４０のＡＧＣ検出器／フィルタ１２２も又
、ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムの複合信号のアナログホスト成分及びディジタル側波帯成分
の両方をサンプリングする。したがって、ＡＧＣ動作点は、一般にディジタル側波帯成分
よりもはるかに高い値であるアナログホスト成分の電力によって支配される。
【００４２】
しかし、ＩＦ出力バッファ増幅器の後に配置された帯域消去フィルタ１４２によるフィル
タ処理の結果として得られる複合信号が、受信機後端部分にあるＡ／Ｄ変換器に到達する
前に、この帯域消去フィルタ１４２によってアナログホスト信号エネルギーのかなりの部
分が除去される。その結果、この配置によって、ディジタル信号の信号対干渉比（ＳＩ比
）を顕著に改善することができ、又Ａ／Ｄ変換器のダイナミックレンジをより効率的に利
用することが可能になる。
【００４３】
図５は、ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムのディジタル受信機１５０の前端部分内に帯域消去フ
ィルタ１５２が実現された状態を示し、帯域消去フィルタ１５２は、ＩＦ処理ステージ内
でＩＦバッファ増幅器１２０の出力部とＡＧＣ検出器／フィルタ１２２の入力部との間に
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実現されている。受信機１５０の前端部分の要素は、これ以外は図３に関連して上に述べ
た受信機１００の前端部分と同じである。
【００４４】
この場合、この帯域消去フィルタ１５２は、受信機後端にあるＡ／Ｄ変換器に供給される
レベル制御されたＩＦ出力からのアナログホスト信号エネルギーを除去しない。しかし、
アナログホスト信号によってではなくて、ディジタル側波帯１２、１４に対応するディジ
タル信号によってＡＧＣ回路におけるＡＧＣ動作点の決定が支配されるように、この帯域
消去フィルタ１５２は、ＡＧＣパスからアナログホスト信号エネルギーを除去する。
【００４５】
図６は、ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムのディジタル受信機１６０の前端部分内に帯域消去フ
ィルタ１６２が実現された状態を示し、帯域消去フィルタ１６２は、ＩＦ処理ステージ内
で第２のＩＦ帯域フィルタ１１８の出力部分とＩＦバッファ増幅器１２０の入力部との間
に実現されている。この場合、図５の実施例の場合のように、ＡＧＣ動作点は、主として
、ディジタル側波帯１２、１４に対応するディジタル信号内のエネルギーによって定めら
れる。
【００４６】
しかし、帯域消去フィルタ１６２配置することは又その結果として、Ａ／Ｄ変換器に供給
されるレベル制御されたＩＦ出力からのアナログホスト信号成分が抑制されることになり
、これにより、ディジタル信号のＳＩ比が改善され、又Ａ／Ｄ変換器のダイナミックレン
ジのより効率のよい利用が可能になる。
【００４７】
適切な帯域消去フィルタを受信器１６０のＲＦ処理ステージで混合器１６０の前に配置す
ることによっても、このフィルタが適切なＲＦチャネル周波数の中心に合わせて構成され
る限り、図６の実施例において得られるのと類似の結果が得られる。
【００４８】
しかし、ＩＦ処理ステージに配置された帯域消去フィルタがＩＦチャネル中心周波数に合
わせた周波数固定式フィルタとすることができるのに対し、帯域消去フィルタのこのよう
なＲＦ処理ステージでの実現においては、帯域消去フィルタは一般に、処理対象となるど
のＲＦチャネルにも同調できる周波数可変式でなければならない。
【００４９】
　本発明の上記実施例の帯域消去フィルタ２０、 、 及び は、例えば、
集中インダクタンス静電容量（ＬＣ）ネットワーク、又はインダクタンス静電容量抵抗（
ＬＣＲ）ネットワークを用いて実現される。このようなネットワークは、簡単容易な且つ
周知の仕方で構成して、本説明に述べられている望むフィルタ処理特性を得ることが可能
である。
【００５０】
帯域消去フィルタは、帯域消去の全特性が受信機のＩＦ又はＲＦ処理ステージ内の単一位
置で実現される単一型の帯域消去フィルタ、又は帯域消去の全特性が受信機の１つ以上の
処理ステージ内の異なる複数の位置に配置された多帯域消去要素の縦続伝達特性として実
現される分散型の帯域消去フィルタである。帯域消去フィルタについての、これらの又そ
の他の実現手法はこの技術の当業者には直ぐに理解できるものであろう。したがって、こ
こで更に説明は行わない。
【００５１】
帯域消去フィルタの相及び振幅特性が、アナログホスト信号の消去（拒絶）とディジタル
側波帯のディジタル信号のひずみとの間のトレードオフを最適化するように選択され、こ
の特性を用いてディジタル側波帯の周波数領域を等化することができる。
【００５２】
本発明によれば、帯域消去フィルタのフィルタ特性は、受信機後端部分にあるディジタル
信号処理要素からのフィードバックに基づいて調整可能である。例えば、帯域消去フィル
タの消去帯域幅、消去帯域減衰、及び／又は中心周波数が、アナログホスト信号の変調及
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びチャネル伝送特性によって変動する。
【００５３】
これは、例えば多区分・帯域消去フィルタの区分の使用可能化又は不能化の切り換えによ
って、帯域消去フィルタの１つ以上の共振区分のＱを調整することによって、並びに／又
はバラクタ、トランジスタ、ＰＩＮ型ダイオード、電圧可変抵抗器、及び他の周知の在来
型デバイスを用いて種々のフィルタ構成要素をチューニングすることによって、実現され
る。
【００５４】
　このフィードバック手法の一例を図７に示す。図７は、ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムのデ
ィジタル受信機１７０の一部分を示し、そこでは、帯域消去フィルタ１７２の特性が、

ステージ１７４からのフィードバックに基づいて制御される。帯域消去フィル
タ１７２の配置は図６におけるフィルタ１６２の配置と同じである。しかし、この例では
、帯域消去フィルタ１７２は、 ステージ１７４からのフィードバック信号を
受信する電子制御可能なフィルタである。
【００５５】
　このフィードバック信号（アナログ又はディジタル）が、最適な受信機性能を得られる
ように帯域消去フィルタ１７２の特性を制御する。前に述べたように、制御されるフィル
タ特性の例としては、消去帯域幅、消去帯域減衰、及び中心周波数が含まれる。

ステージ１７４は例えば、復調ステージ又は他の種類の処理ステージである。
【００５６】
ディジタル受信機がアナログホスト信号の非同時復調に用いられる実施例では、本発明に
基づく帯域消去フィルタは、アナログホスト信号が受信可能なように、信号パスから除去
され、又は適切に再チューニングされ、又は別の方法で調整される。
【００５７】
ディジタル受信機内のＡＧＣへのホスト信号エネルギーの影響をかなり減少させることに
より、本発明は、ディジタル信号受信の動作性能を改善することができ、特にマルチパス
受信状態の存在下において改善することが可能である。加えて、本発明により、Ａ／Ｄ変
換後のホスト信号消去のためのフィルタ処理の必要性が減少し、これにより受信機後端に
おける信号処理性能要件が簡単化される。
【００５８】
本発明の上記実施例の説明は、例示を目的としたものに過ぎない。例えば、図３～図７の
実施例は、これら例示以外の構成により、異なるＲＦ及びＩＦ処理要素を用いて実現が可
能である。本発明に基づく帯域消去フィルタは、これら実施例以外の位置に配置してもよ
く、又はいくつもの位置の組み合わせで、例えば部分てきにはＲＦ／ＩＦ信号パスに又部
分的にはＡＧＣ検出器の前のＡＧＣパスに配置してもよい。
【００５９】
本発明は又、多中間周波数、同相／直角位相・ＲＦ／ＩＦ処理、又は他の種類の多相・Ｒ
Ｆ／ＩＦ処理を有する受信機アーキテクチャのような、他の受信機アーキテクチャにも適
用可能である。分散型又は単一型の帯域消去フィルタ処理をこれらアーキテクチャのＲＦ
／ＩＦパスの１つ、いくつか、又は全てに配置して、動作性能の改善及び／又はコスト削
減を実現してもよい。
【００６０】
２つのゼロ周波数最終ＩＦステージを有する受信機設計、例えば直接変換受信機、におい
ては、帯域消去フィルタを、ゼロ周波数最終ＩＦステージにおいて高域フィルタとして実
現することが可能である。
【００６１】
加えて、本発明は、広範囲にわたる他の種類及び構成の周波数スペクトル、例えば２つよ
りも多い側波帯を有する周波数スペクトル、等での使用が可能であり、例えば映像情報又
は画像情報、データ、又はこれらと他の種類の情報との組み合わせのような、オーディオ
以外のディジタル情報にも適用が可能である。
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【００６２】
更に、本発明は、例えばＡＭ・ＨＩＢＯＣディジタルオーディオ放送システム、インター
ネット及び衛星放送システム、オーディオ及びデータの同時送達システム、等のような、
ＦＭ・ＨＩＢＯＣディジタルオーディオ放送システム以外の無数の用途で実現が可能であ
る。
【００６３】
以上の説明は、本発明の一実施例に関するもので、この技術分野の当業者であれば、本発
明の種々の変形例を考え得るが、それらはいずれも本発明の技術的範囲に包含される。
尚、特許請求の範囲に記載した参照番号は発明の容易な理解のためで、その技術的範囲を
制限するよう解釈されるべきではない。
【００６４】
【発明の効果】
以上述べたごとく、本発明によれば、ディジタルフィルタ処理に一般に付随するコスト及
び複雑性の増大を回避してＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムでの使用に適した、アナログ信号に
対する改善されたフィルタ処理手法が得られる。ＨＩＢＯＣシステムの受信機のＩＦ処理
ステージに帯域消去フィルタを配置したので、ディジタル信号の信号対干渉比（ＳＩ比）
を顕著に改善することができ、又Ａ／Ｄ変換器のダイナミックレンジをより効率的に利用
することが可能になる。
【００６５】
更に、本発明は、ディジタル受信機内のＡＧＣへのホスト信号エネルギーの影響をかなり
減少させるので、ディジタル信号受信の動作性能を改善することができ、特にマルチパス
受信状態の存在下において改善することが可能である。加えて、本発明により、Ａ／Ｄ変
換後のホスト信号消去のためのフィルタ処理の必要性が減少し、これにより受信機後端に
おける信号処理性能要件が簡単化される。
【図面の簡単な説明】
【図１】周波数変調（ＦＭ）ハイブリッド・帯域内・チャネル上（ＨＩＢＯＣ）ディジタ
ルオーディオ放送（ＤＡＢ）システム（ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステム）の周波数スペクトル
の一部分を示す説明図である。
【図２】本発明に基づく中間周波（ＩＦ）アナログホストエネルギー・帯域消去フィルタ
の動作を例示する説明図である。
【図３】そこで本発明が実現される、周波数変調・ハイブリッド・帯域内・チャネル上・
ディジタルオーディオ放送システムの受信機の前端部分を示す説明図である。
【図４】本発明に基づく中間周波アナログホスト帯域消去フィルタ処理を有する周波数変
調・ハイブリッド・帯域内・チャネル上・ディジタルオーディオ放送システムの受信機の
前端部分の実施例を示す説明図である。
【図５】本発明に基づく中間周波アナログホスト帯域消去フィルタ処理を有する周波数変
調・ハイブリッド・帯域内・チャネル上・ディジタルオーディオ放送システムの受信機の
前端部分の実施例を示す説明図である。
【図６】本発明に基づく中間周波アナログホスト帯域消去フィルタ処理を有する周波数変
調・ハイブリッド・帯域内・チャネル上・ディジタルオーディオ放送システムの受信機の
前端部分の実施例を示す説明図である。
【図７】周波数変調・ハイブリッド・帯域内・チャネル上・ディジタルオーディオ放送シ
ステムの受信機の実施例を示す説明図である。この受信機において帯域消去フィルタ特性
が、後中間周波処理ステージからのフィードバックに応じて制御される。
【符号の説明】
　１０　アナログホスト信号
　１０’　フィルタ処理後のアナログホスト信号
　１２、１４　ディジタル側波帯
　１６　ＦＣＣマスク
　２０　帯域消去フィルタ
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　１００　ディジタル受信機（ＦＭハイブリッド・帯域内・チャネル上（ＨＩＢＯＣ）デ
ィジタルオーディオ放送システム（ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステム）の）
　１０２　ＲＦルーフィング帯域フィルタ
　１０４　可変減衰器
　１０６　低雑音増幅器（ＬＮＡ）
　１０８　イメージ雑音フィルタ
　１１０　混合器
　１１２　局部発振器
　１１４　第１のＩＦ帯域フィルタ
　１１６　ＡＧＣ増幅器
　１１８　第２のＩＦ帯域フィルタ
　１２０　ＩＦ出力バッファ増幅器
　１２２　ＡＧＣ検出器／フィルタ
　１４０　ディジタル受信機（ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムの）
　１４２　帯域消去フィルタ
　１５０　ディジタル受信機（ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムの）
　１５２　帯域消去フィルタ
　１６０　ディジタル受信機（ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムの）
　１６２　帯域消去フィルタ
　１７０　ディジタル受信機（ＦＭ・ＨＩＢＯＣシステムの）
　１７２　帯域消去フィルタ
　１７４　 ステージ
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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